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はしがき
痕治療の理想的な方法とは､正常組織に重大な障害を与えることなく､癌細胞を殺
すことである｡癌を治すためには､癌細胞を完全に殺さなければならないが､その治
療法のためには､しばしば他の正常組織も傷つけてしまう｡今日の標準的治療法であ
る外科手術､放射線療法､化学療法の組み合わせで何種類かの癌を治すのに成功して
も､それらの方法では治すことのできない癌がまだまだ多く存在する｡しかし､新し
い強力な治療法を産み出せる可能性もあり､その一つにはホウ素中性子捕捉療法があ
る｡
低エネルギーの熱中性子はエネルギーの大きい高速中性子とは異なり､人体には無
害である｡ 10Bと熱中性子との反応は､ Liとα線と2.4MeVのエネルギーを発生する｡
この核反応を利用しようとするのがホウ素中性子捕捉療法である｡従って10Bを含む化
合物(10Bキャリアー)を癌細胞に選択的に取り込ますことができれば､癌細胞のみを
選択的に破壊できる｡一昔前までは､熟中性子のみを取り出すことは困難であったが､
原子炉物理学の発達により､良好な熱中性子が得られるようになった現在､残された
問題は､ 10Bキャリアーをいかにして選択的に癌細胞に取り込ませるかであり､ 10Bキ
ャリアー分子設計が最重要課題であり､有機化学者の合成力が求められていた｡
この治療法の効果を上げるためには､ 10Bキャリアーを選択的に癌細胞に取り込ませ
ることの他に､癌細胞内10Bキャリアー濃度が最高値に達したときに熟中性子を照射す
る必要性が指摘されている｡しかしながら､これまでの技術では､臨床応用において
直接腫癌内の10B濃度を経時的に測定する方法はなく､統計的に投与一定時間後に中性
子照射しているのが現状であった｡平成9年度～平成1 1年度に基盤研究(B)(1)として
表記タイトルの研究が採択され､ MRI等によりその造影効果を利用して生体内10Bキ
ャリアーの分布をリアルタイムに追跡できることが可能となった｡以下に述べる研究
成果が今後のホウ素中性子捕捉療法の発展にいささかなりとも責献すれば望外の喜び
である｡
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